
統計的検定 その１ 



分布は、平均値と分散（ばらつき）で決まる 

平均値  

分散 



        １標本の検定‥‥ ある一定値と比較し、 

  検定                 差があるか無いか 

        ２標本の検定‥‥ ２つの集団を比較し、 

                      差があるか無いか             

検定とは、｢比較によって母集団の様子を推測すること｣ 

平均値  、   分散 

平均値同じ 

異分散 

平均値異なる 

等分散 



正規分布 
その他の分布 

σ既知 σ未知 

ｎ≧100 Ｚ検定 Ｚ検定 Ｚ検定 

ｎ＜100 Ｚ検定 ｔ検定 ﾉﾝﾊﾟﾗﾒﾄﾘｯｸ検定 

母集団の分布 

標本サイズ 

Ｚ検定 

母分散σ 

Ｚ検定 ｔ検定 ﾉﾝﾊﾟﾗﾒﾄﾘｯｸ検定 

母集団は正規分布 
No 

Yes 

サンプルサイズ 

ｎ 
ｎ≧100 ｎ＜100 

既知 未知 

サイズ 平均 標準偏差 

母集団 N ｍ σ 

標本 ｎ S x

１標本の手順 

ｍ０は比較値 

𝑇 =
𝑥 − 𝑚0

𝑠/ 𝑛
 𝑇 =

𝑥 − 𝑚0

𝜎/ 𝑛
 𝑇 =

𝑥 − 𝑚0

𝑠/ 𝑛 − 1
 

σ未知の時は標本のｓを使う 



平均体重が60ｋｇ、標準偏差が10ｋｇの分布 

単位： ｋｇ なぜ平方根にするか？  

10ｋｇ 



平均 m＝６０ 

標準偏差σ＝１０ 

平均 m＝０ 

標準偏差σ＝１ 

基準化（標準化） 

        ﾃﾞｰﾀ－平均値 
統計量Ｔ＝    
         標準偏差 

７０－６０ 
      ＝１ 
  １０ 

平均体重が60ｋｇ、標準偏差が10ｋｇの分布 

★ 



検定に使用する分布は？ 



正規分布
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Ｆ分布
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χ２分布 分散の検定 

平均値の検定 

ｎ≧100 ｎ＜100 

１標本 ２標本 

Ｚ検定 ｔ検定 

χ２検定 Ｆ検定 



比較値 

推定幅 

差があるといえる 

比較値 

推定幅 

差があるといえない 

母平均の検定、１標本の検定 

610    630円 

600 

590    610円 



「帰無仮説」 
 

主張したい内容の逆の仮説 

説をなきものにしたい逆説 

そこで無に帰したい仮説 

差がない 

効果がない 
 

 

「対立仮説」 
 

証明したい仮説 

主張したい仮説 



 

①帰無仮説、対立仮説を立てる  ②有意水準（危険率）αを定める 

③統計量を求める           ④判定する 
 

帰無仮説  Ａの母平均μは比較値ｍ0と差がない     ‥１標本 

対立仮説  μ≠ ｍ0、 μ＞ｍ0、 μ＜ｍ0 

例 １標本の場合 

帰無仮説  ： Aのラーメンの平均価格は、比較値600円に等しい 

対立仮説a：  Aのラーメンの平均価格は、比較値600円に等しくない→ 両側検定 

対立仮説b：  Aのラーメンの平均価格は、比較値600円よりも高い  → 右側検定 

対立仮説c：  Aのラーメンの平均価格は、比較値600円よりも低い  → 左側検定  

検定の手順 

東京（A)のラーメン価格の平均値がμ 

全国平均(比較値）がｍ０ 



－3  －2 －1   0   1   2   3  4  

585   590  595   600   605  610  615円 

1.64 

標準正規分布 

標本の平均ｘ＝620円 

標準偏差 σ＝50円 

ｻﾝﾌﾟﾙ数   ｎ＝100 
ｘ=620円 

有意水準0.05の棄却域 

④  Ｔ＝４＞1.64（棄却） 

平均価格は600円より高い 

①帰無仮説：東京のﾗｰﾒﾝの平均価格は600円に等しい（差がない） 

②有意水準:0.05 

 片側検定Ｚ：1.64 

 両側検定Ｚ：1.96 

１標本の場合、ｎ≧100 母集団の標準偏差（σ＝５０円）既知 →Z検定 

③基準化 

統計量Ｔ＝（ｘ－m0）／（ σ／√n） 

      ＝（620－600）／5 

      ＝４ 

比較値m0=600円 

 標準誤差：σ／√n 

        ＝50／ √100 

        ＝5円 

P値<0.05（棄却） 



－3  －2 －1   0   1   2   3    4 

585   590  595   600   605  610  615円 

ｘ=620円 

統計量   ﾃﾞｰﾀ 比較値 

Ｔ（585）＝（585－600）／5＝－3 

Ｔ（600）＝（600－600）／5＝0 

Ｔ（615）＝ （615－600）／5＝ 3 

 

Ｔ（620）＝ （620－600）／5＝ ４ 

比較値 

標準正規分布 
 平均値＝０ 

 標準偏差＝１ 

標本平均の標準偏差（標準誤差） 

σ／√n  ≒ｓ ／√n 

      ＝50／ √100 

      ＝5円 

基準化 
 
                    ﾃﾞｰﾀ－比較値  
統計量Ｔ＝ 
         標準誤差 

      ＝（ｘ－m0）／（ ｓ／√n） 



１σの確率 

0.34134×２ 

  ＝0.68268 

２σの確率
0.47725×２ 

  ＝0.9545 

３σの確率
0.49865×２ 

  ＝0.9973 

有意水準0.05（5％）＝信頼度95％ 

片側検定 50－5＝45％     →1.64 

両側検定 50－5／2＝47.5％  →1.96 

棄却域限界のＺ値 



－3  －2 －1   0   1   2   3    

570   580  590   600   610  620  630円 

1.708 

ｔ分布 

標本の平均ｘ＝620円 

標準偏差 s＝50円 

ｻﾝﾌﾟﾙ数   ｎ＝26 
ｘ=620円 

有意水準0.05の棄却域 

④  Ｔ＝2＞1.708（棄却） 

平均価格は600円より高い 

①帰無仮説：母集団のﾗｰﾒﾝの平均価格は600円に等しい（差がない） 

②有意水準:0.05 

 片側検定ｔ：1.708 

 両側検定ｔ：2.060 

１標本の場合、ｎ＜100 母集団の標準偏差未知 →ｔ検定 

③基準化 

統計量Ｔ＝（ｘ－m0）／（ σ／√n） 

      ＝（620－600）／10 

      ＝2 

比較値m0=600円 

 標準誤差：ｓ／√n-1 

        ＝50／ √26-1           

        ＝10円 

P値<0.05（棄却） 

自由度： 26-1=25 



両側検定α /2＝0.05 両側検定α /2＝0.025
片側検定α 片側検定α

自由度 0.1 0.05
1 6.314 12.706
2 2.920 4.303
3 2.353 3.182
4 2.132 2.776
5 2.015 2.571
6 1.943 2.447
7 1.895 2.365
8 1.860 2.306
9 1.833 2.262

10 1.812 2.228
11 1.796 2.201
12 1.782 2.179
13 1.771 2.160
14 1.761 2.145
15 1.753 2.131
16 1.746 2.120
17 1.740 2.110
18 1.734 2.101
19 1.729 2.093
20 1.725 2.086
21 1.721 2.080
22 1.717 2.074
23 1.714 2.069
24 1.711 2.064
25 1.708 2.060
26 1.706 2.056
27 1.703 2.052
28 1.701 2.048
29 1.699 2.045
30 1.697 2.042

棄却域限界のｔ値 Excelの関数  TINV(確率、自由度） 



添付資料 



母集団 

 母集団サイズ    Ｎ 

 母平均        μ 

 母分散        Ｖ＝σ２ 

 母標準偏差     σ 

標本（サンプル） 

 標本（サンプル）サイズ    ｎ 

 標本平均           ｘ 

 標本分散           V＝σ２ 

 標本標準偏差        σ 
統計的推定 

標本 

μ 

ｘ１ ｘ2 ｘｎ 

Ｅ（ｘ） 

標本平均の平均（標本平均の期待値） 

     Ｅ（ｘ）=μ 

標本平均の標準偏差=標準誤差 

      Ｄ（ｘ） = σ／√ｎ 

標本分散の平均（標本分散の期待値） 

     Ｅ（ｕ２ ）= σ２ 


